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中国にbける都市人口の地域分布
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この小丈の目的は， 中閣における人口の地域分

布， i仁hんす：日｜；市人［［り｝也域分{!JJ）状況をあき

らかにし， さらに進んでその新政権下における変

化υJもょうをあとづけることにあるつこのff;;tは

中閣の工業立地研究の一環として行なわれたもの

である＇－＇それゆえにここではまず， 工業立地と人

口の地域分布と；、う二つの！司題のIJJ；主をあき F》が

にしなければならない。

人11の地域分布が工業、主l也研究のなかで占める

地位は， 人間のもつ二つの特性一一一労働力の供給

源であることと製品の泊費者である三と一ーによ

って規定されるつ労働力としての側面がらみれば，

労働力の地域分布は地域別にみた工業の潜在的発

展力のー要素を示しており、雇用のそれは工業の

分布を直接に表現している。消費者としての側面

かr,J;よれば， 人IJの分l'ti：土市場の分布を構成する
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重要なー喪闘である。ただ，小文はこれらの関係

を立的にとらえるには至っていなL、。さらにいえ

ば，現在の資料入手状況のもとではそれは実現不

可能である。雇用および所得の地域分布を全中国

(r-Jぷ規模いおいてとらえるために十分なデータが

われわれに与えられていないからである。ここで

分析の対象となった人口の地域分布は生産力およ

び消費市場のそれにかわるものとして， また都市

人ilのそれノは非農業部門の地域分布tこかわるもの

としてとりあげられたわけである。そのようにす

ることの合意を，具体的な中国の人口および都市

の分布の特徴を叙述することiこよってあきらかに

しておきたい。

そもそ1》q1国の全人Ilの80＇）｛》以上は農村に｛主ん

でいる。歴史的にみて，その分布は農業の土地生

1'1＇.性を反映するものであった。とれにつし、てクレ

ッLーが Jjιえた説明は明fたである（注目。かれによ

れば，現在の技術水準のもとで生存可能の人間の

数がすでlこ存在するとし、う意味で中国の全スペー

スは事実上利用しつくされている。農村人口の分

布凶は同時に農業，地勢，土地の肥沃度の分布図

でもある。今世紀におU、ても東北を除いて (It2〕，

ほとんど変化がなかった。そして国土の酋半分は

さわめて稀薄で，人口の大部分は東半分に住む。

その中でも長江の中・下流デルタ， 四川の成都平

野， 広東の珠江デ、／レタ，黄河のデノレタは特iこ密集

地帯をなしている。

出＼rおは長い歴史をもち，複雑な要因により形成
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当れてきたのであるが， われわれはそれらの諸要

閃を 2大別することができるであろう。一つは伝

抗的な都市であり， 他：土今世紀にはいってから発

遣した新しい機能を備えた都市である。

｛三沌的な都市の起,i＼；土農村における村である。

ふたたびクレッシーによれば，農民は各戸分散し

て住むか，または集塊をたして住むわ集塊はふつ

う数卜戸から／fり，一つの Vill日町を形成する。

これは地域社会の som日focalpointで，ふつう

,;-'~ l；、I慢でか三まれた四角L、まちである。 このEう

なまちの分布は農村人口のそれを“直接反映する。

二；J1.;c::_何かりIJ./l要素が）JI！わるとより大きくなマ〉て

出I行となる。新しい要素のおもたれのは地域内政

治と商業である。都市は政治，商業，芸術の中心

く、ふり，そen恒例が北京である。伝統的た大都市

はおもに東部沿岸か航行可能の河川に沿って分布

してし、る。

近代的な滋味における都市化が今世紀にli L、つ

てはじまった。それは外国との接触によって発生

した通商都市である。そして若i二の近代工業ぷこ

れらの都市でみられた。ただこれは沿岸のしかも

大都市に限ムれ， 中It.＼の全都市橡に一つの要i誌を

加えたにすぎない。

中華人民共和国の誕生とともに部市の性格は一

変し、同時に都市の数と規模がf骨大しはじめる。

外国と結びついた都市の機能は消滅し，都市はす

べて国内経済の有機的構戎要素となる。他方，都

市の拡大および新しい都市の発生は工業の発達と

拍びっくよろになる。都市化のH'l'l&が経済発展の

程度を示すとνう一つの命題は， ここに新しい内

容を与えられることとなる。

工業化によゐ経済発践活強力におしすすめられ

る新中国において，都市人口は都市内部の自然増

ど桂村から川人口移動に上って増）J[]する。：：うけか

ら都市への人口移動を両地域の需給関係にてらし

てみるとき， つぎの四つのモデノレが想定される。

(1) Ji'l:村で毎年培加する人口または労働力が過

不足なく全部都市に吸収される。つまり農村人口

は一定で，全国の人口増加分はすべて都市人口の

増加となる。

(2) 都市の人口吸収力が農村人口の増加率をう

わまわり， したがって農村人口の絶体数が減少す

る。

(3) 布告l巨人口は都市内部のi’i然増加率より急速

に増大し，人口は農村から都市に移動しているが，

t~1＼市の吸収力が農村の供給増加i分より少ない。し

たがって，農村の人口は増加しつつある。雇用と

の関係からみれば， これはニつのケースに分かれ

るであろう。すなわち，増加iする労働力が農村内

部で生産目的のために吸収されつくす場合と，そ

うでない場合。

(4) なんらかの理由で都市がその現有人口を維

持できなくなり，人口が農村に逆流する。これに

はこつのケースがあろう。 4 つは都市人ilが減少

する場合であり，他は都市人口の増加率が都市内

郊の自然増加率より低い場合である。

第1次5カ年計画期の中国は第3のケースであ

る。大躍進期のある時点において，第2のケース

がみられたにちがし、ない。 1961年以後の状況につ

いては不明の要素が多いが，いくつかの時点にお

いて第iのケースがあらわれたことは確実であ

る。

資本主義諸国では人口の圏内移動はおもに所得

格差によってもたらされる。その結果，長期的趨

勢として（3）→（1）→（2）と変遷したものの最適例をわ

れわれは戦後の臼本にみる。多くのアジアの抵開

発諸国では，農村からあふれでた労働者群が都市

に流入して失業大砕をつくる。中国も！日iじ傾向を
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Ⅰ　予備的考察
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もつが，政治的手段によって人口の汗H的都市流

入を阻止した。それが完全に或功的であマ〉たわけ

ではないが， 少なくとも第 l次5カ年Jr雨期にお
いごは都市の央主人口i土減少する傾向にあった。

新中国における都市人11の増加はそのまま工業化

をあらわしてL、る。

以とに述べてきたところから， '111斗の/fll1liおょ

っ：部l行人nの地域分布（土， 多くの要ぷの複合効果

として形日立されたものであるとし、え上う c

これまでの都市に問する研究のなカミに， 都市の

r札口l王－size分布をとり扱－－，たものがあるc 刊行年の

χl piーの研究にはじまり υ3）、以後多くの日比果が延

長されたc これらのなかで， B1ian J L Berry 

は l4l, y,1同ヅ） rank－ぉiz巳分布がアメ ＇｝ 7］；および

ドイ、ソのl_fi1Jに似ているごとを議見し‘ それを説明

する理由としもご， 長い都市｛じの歴史と、都市を形

f1見「る要因(J）ト反雑さをあげたc つまり， Berηrl土，

苦！Ir行fじをひきおこす要因のなかで， I：主化以外の

もののもつ重要性を強調するための一つの例正し

て中国をあげたわけである ο

それにもかかわられ ここに人11お上び都市人

口の地域分布をとりあげる理由はおもに－）ぎの 3

｝！.（；二：要約される。すなわち，（1）それが産業お上び

ζ業の地域分布と強い関係をもつこと，（2：将来に

おける工業化の立地選択に関して一つの基礎デー

タを提供すること唱（3）与えられた公衣子ーケがこ

のテーマト二っし‘てもコとも畳；古江こと， ごある。

観察の単位はおもに宵とし，経済協fH・（および

「；；－；－海省］「内陸省Jの分類も裕助的に用いる G

以下において有別人口，缶、見lj都市数，I寄りll/%市人

口を概観することとなるが‘新中間における変化

につ1，、てはきわめて不卜分で？ ほとんどなすとこ

ろがない。それはデータが不十分であるのと，イミ

ト分ながらも比較可能の形でデータの lj.えられて
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いる期間が，変化をみる単位としても， また新中

118'.!0年の歴史にくらべても、 あまりに短かすぎる

ということによる G これの改苦は今後における資

1斗の公表状況の好転にまつよりほかないであろ

つ。

(l'J: 1 ) C. B. Cressy, /,and of the 500 Afillion・

_11 Geog,aplzy of China (New York, 1955). 

(112) •-10とと ii今世紀にはい－，て（新：1,r,1,--1，い

γも） ); );-! f;, ／より［：'i＇がi;i'.U dt, 他地j戎からシ＇！tミ業干多
J¥'. ！、.（人があ』子。これについてはより詳細な研究志

｛氾L士Ji，る。ト＇.cj, r,, Waller Wynne Jr_, The Po1うU白

latio!l of ,Han,huria (U. S. Bnreau of Census, 

International Population Statistics Reports, Series 

I刊 0,No_ 7, Washin巨ton,1958). 

(/13) （ト K. Zipf, National Unity and J)isu 

nity (Bloomington, 1941). 

(:L 4) Brian J. L. Derry，“City Size Distrilm-

tinn and Economic Development，＇’ Economic f)e,,el 

oj•mcnt andι＇ultura! Change, Vol. 9 (July 19βl) 

I 予備的考察

l. 行政区画の変遷

人口にかぎらず， おもな経済諸量の地域分布に

関する統計はおもに行政区画にもとづし、て与えら

れる。そして行政医画は新政権下においてさまざ

まな変化を示した。ここではその変化をあとづり，

異なった時期に与えられたデータを比較可能な形

に読？をするための基礎とする。 この小文では分析

は？？？単位で行なわれ， またおもな対象は都市にあ

るのむ ここではそれにかかわるもののみをとり

あげる。

中1主iのわ政i三幽ーに一つの大枠を与えたものは憲

法である。そして事実のうえでも憲法発布の時期

を虎として大きし、変化がみられる。したがって，

まず憲法の規定をみなければならない。憲法の第

S3条の規定はおよそ以下のようなものである。
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主i I ；－自治川－1：品治県

人 I '-I I郷
民｜ • I 「県一一民族郷
共卜自治医＿II ト自治県ーll一瞬
和 I I＿市

国 l直轄市一一 ！ 区

（自問， 白州、M,自治県は）
いずれも民族自治地方

これを要するに， 中間には4級の行政機構あり

といえる｝すなJ，ち，中央， ＇（i'級， !J,1-級，都級で

ある（自治州、Ii土例外的事象と認められる）。市は 2種類

あり， l；ま省杭；， f也；上県級である。

実際にitな上れてきfてものは時によ qて差があ

るが，おおむね以下のようなものであった。

中大？？専 1¥1; 郷
f了
一政一一区一一

央；汲知級級級

大行政区級：大行政区，経済協作区

省、 ~JI(: ~', !'.I治区， 11'£轄市

専区糾・自給I+！，行政区，尊氏盟，市

県 級．県，自治県，旗，自治旗，鎮，

管理日ヲ市

郷 級：郷，民族郷，鎖

大行政[2_(はE(il年llJliこ廃止されたが宅 1958年

に経済協作区として登場した。専区級のもつ機能

は不明である。しかし中国の｛子政lえが1［表におい

ては常に存在し，市も専区級のものと県級のもの

とでは異なったJ吹いをうゆている。 したがって，

市は省誠、専区級，県級の3種に分かれる。とれ

らの行政区画は， 1964年までの全期間にわたっと

十べての名とその地｛ft♂公表されてν、る。

まず，大行政区級および省級の変化をあとづけ，

E十時点、におけら行の数およびftをあき （＇かにして

みよう。

(1) 山 19～50Ifにかけて大行政区内制度がLIr• 

れた。 1950年jこには6行政区〈華北区，西北区，

東北区，務東区，中南区，西南区）と内襲自治区があ

り， 6行政区内に13のi自：轄市， 28の省〈台湾とチベ

ットを除いて〉，八つの行署区（3省に相当〉があっ

た。そして華北区に属する 2市5省のみが［中央

政府直轄Jであった〈注1)。

(2) 1952年11月に改革が行なわれた。この時，

大行政i自主撤廃されたかったが，大幅な機能の縮

小をみた。その他，平原省の撤廃（山東省に併合），

祭：1(7隔世の撤廃（山西宮および河，i七省へ分割併合），江

蘇，安徽，四川の省制の確立，河北， 河南，山東

の3省の境界線の異動，南京市の地位の変化i直轄

市を省線市に）がその内容であづた。 1953年6月末

のセー／サスはこの行政区画にもとづいてなされて

おり，公表されたデータもこれにしたがう。その

時， 6行政区1自治区がらなれ 6行政12SJニ12市

29省（台湾，チベットを除く〕が含まれていた（注2）。

{3) 1954年G月lこ最大の改革があった。大行政

区が撤廃され，省が整理統合された。そのおもな

ものはつぎのとおりである0 (1'）遼東，遼西を合併

して涯市省をする。（ロ）佳江省を撤躍して黒竜江tこ

併合。同時に吉林省がもと黒竜江，遼東，遼西に

属した一部の土地を併一合。判寧夏省を撤廃して甘

粛省；こ併合。同綬遠省を撤廃して内襲自治区に併

｛，。同北京，天津，上海の 3市を除く 11の中央直

轄市を省轄市とする位3)0 ここにおいて中国は 3

di，加省（台前を徐く）， 1 §治lz(, 1地方， 1地区

よりなることとなった（注4〕。

{4) 1955年7月に小規模の改革があった。熱河

告の撤廃〈河北，遼軍事の各省および内繋自治区へ分割

併合〉，西康省の撤廃〈四川省に合併）がその主たる

内容にその他，新麗官が新彊ウイケ勺レ自治区tこ

改められた。この時，チベットを除き（注5〕，省市

の整理統合はほぼ完成したξいえよう。 3-m22省

工ラ



1969090018.TIF

「台湾を除く ）， 2白7-hi＜‘l地方， 11也1z.よりなるが、

その具体名は次のゴとくである。北京11i‘上海rlj' 

:,( ;-i市司河北白＼山河省，内ま自治iく， 51吟f劣‘

-,1；十1：古、.＇，i;'; 屯， l：省， r；，；~w可／Ll、， 廿指名、， ！日毎有，新

日]lf17 1ザFレ自ii，！：三， ill東宵，江蘇弘安保t也、，認否

江也福建省‘；1：西i江主if南省，湖北？？？、湖南省，

広来省司広両1皆、 l司ノ111古司古川宵宅 三時j'(i'ラ 子へ

ノ卜地か円吉！日出l乏であるく：I.句）u 異なった行政I"-.

両；こもと J 九、て収集され， かっ公表された地域医i

f卒、山 7ゴ－ :7を比較wJ/i包の力‘たt,に，utJずるに｜探し
て、基準とすべき行政l_i:j1I日としてはこれカ込も y と

もす〈れてL、る。行政［王両日身が子〆、 )I ］・を除い

てはぼ整理されたはJわりでなく， お ii火らカ年rfl・

ii国Wl末という統，Jt'iMの豊富な時期士弐んでいる

？ρらであむ G

15) 1908年にI，、くつかの＆革があラた。 2)Jに

天津市か省材；「｜｛となり， lえ需市l土2市どな－，た。 3

)Jに広凶宵心地広l居住族自治区に改1'1010）］苛 1宇C反

｜日Jf炭白／台lξ！）

き‘羽庄の1旬、（／）ぱ両カaここにおL、ご完成したべI.7)" 

ところで、 lりSil年のいずれかのH1WH二「経済協w
［三i；~；制定された。当時あきらかにされたその機

能には， 工業在地の側面iからみて ifi：~大な IA］存が i守

主れており，ナCに19'.',8ffには経i丸山1Iif仁おける

J也域｜布な片ift，：になろうとしていた （.， 〆＇o Lかし，

行政［ζ阿としての地位；土明確ではたし大躍進の

終-t,Q，とともに，J'i初の構想、も立治えに，なってしま，' 

寸～
／」 f

っさにとりあげるものは，行政i正pl!［としての

「市」の変速である その際，それをつぎの 2要

おに分けら v 1 ：士市の地位で、あり，｛出は市の境界

である J

市川地［たがどのよう仕主主準にι.1:-－・川、て与えc,
:ll〆るかに J 八、ては｜円丈が／ふい I タト，＇flln五ffマヒ長の；it
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n¥lJの結果も一致しないのたとえば， T.Shabadは

人ilが5万以上の都市i士市の地位がー与えられ， そ

れ以下でも特別の理由があれば市となる Eいう

i'Iリ、οM.Ullmanは人rno万を基準とし，それ以

下の場合でホi主要な鉱工業センター， 比較的大き

L、集散でンター，遠隔地の中心的都市は市になる

という！／＇ I口、。実際についてこれをみれば， 1953年

のセンサス当時， 163の市のうち 102が 10万EJ、上

(10万以上のすべての都市を合む），崎市が5～10万，

B市が5万以下であった。そして， 5～10万の人

IJ （~ 千［しながら市の｝也｛立をもたなかったものは 21

fl!ilであった川11＼境界線は 5～10万の間にあり，

それに歴史的な事～実なども町長に入れられるので

あんう。全国のrliCおよび鋲）の数は第 l表のごと

第 1表市の数（ i)

！鰍市 1,y区紋i同県級市｜合計 11 鍍

1%0 B 7:1 47 133 
51 B 76 41 130 
ら2 12 告の 61 15:1 
;,:-l 14 166 5,400日〉
;i,j 九 138 25 166 

55 九 1:=i2 :-12 I時7
56 150 21 174 :-l,672'4) 

57 ．ι3 、 162 B 178 3,621"'' 
日向 2 57 121 180"' 
;i9 】‘》 (i:J 127 192 

60 ム’P, 59 1-18 209 
Iii ムリ」 7:J 132 207 
fi2 aフ 7ο 105 177 
fi:l 4』., ,:, 92 1(;7 
fi4 ' ? 75 92 1G9 

日目 (1) 出所t:J:1千年『人民手冊』。 1953年は本文
参！Kia
(".; 『fi't大な10年』ではこれが182土なってし、る。
原l邸主不明である。
｛；竹 田家統計局「問於城怒II匿i分標準若干主要問題
灼説明jf『新華半月干lj』， 1956年第3号〉。
川 内J芸部『中華人民共和国行政区画筒冊目（:jヒ
J/i却下出版社， 1957年〕。
内務部 T中華人民共和国行政［疋画筒冊』

(1958年〕。

（｛？） L、くつかの1nは市轄市であるが，これは？ぺ
て！尽古fl:としてとりJ及う。
(7'1 J %4年の件数字は『人民手百lHによるが， 'i]IJ
の資料ではこれと一致Lない（内務部『中華人民

Jt-手11[11行政K函館Jfll｝』， 1%5年〉。
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くである。

第 I表においてあきらかなとおり、すべての年

につL、て市は3種に分類されて，，、る。憲法の規定

と異なるところであるが，導医級の市についてそ

の機能上の特徴は不明である。

1960年までは市の数が増加しつづけ，それ以後

減少していることは注目に値する。これは中国の

企部市人口の動向を反映するものかもしれない。

つぎにとりあげるものi土谷ril¥1ぢの行政区画（市の

境問、引の変遷である。一般に市の境Yf・線は拡張し

つつあった。これについて Ullmanは80のケース

をあげているほ12〕。これはあきらかにすべてをカ

ノfーナるものではない。しかし，一般的傾向をあ

らわすには十分である。 80のうち16は1957年以前

のものであり，残る64：士卜〈てllJ5K年｝こ行なわれ

た。 1958年に多くの市が近郊の農村地帯をその支

配下においたのである。 このあたりの事情を別の

資料によってみよう。

北京市の面積は1948年700余平方キロメートyレ，

1957年4500平方キロメートル， 1958年1万6800平

方キロメートル。人口は1948年236万， 1957年401

万， 1959年680万である刊！3'o

上海は1957年末に6907iの人口をもっていたが，

1958年に310万の人口の地域をその支配下におい

たc また天津は同時期に 3207iから 1140万の地域

に拡大した（注14）。

石家荘の面積は1949年124平方キロメートノレ，

1957年364平方キロメートノレ， 1958年3134：平方キ

ロメートル。人口は1957年59万9000,1958年に二

つの近郊の県（40余万の人口をもっ〉を加えたこと

によって100万をこえたじ＇， le）。

ウノレムチの面積は1%7年が約削：平方キロメート

yレ， 1958年には694平方キロメートyレであった

（注16)

1957年以前における市の境界の拡大は，おもに

実質的な都市域の拡大を反映するものであった。

ところが1958年のそれはまったく異官のものであ

った。それは市の郊外の農村地帯を市の行政区画

に編入することによって，都市人口に対する副食

品の供給をよりスムーズにしようという目的に沿

って行なわれた。すでに1957年以前においても，市

の人口統計のなかに含まれる事実上の農村人口の

とり扱いが問題となっていたのが， この時iこいた

ってそれは新しい局面をむかえることとなった。

それにより，「37の大中都市における都市人口と郊

外人口の比は 1: 1.27となったoそして両者をあ

わせて1人当たり平均1.65畝の耕地がある。多く

の都市は山，川，広い耕地，森林，湖をその中に

もっているjこととなった佐川。中国の都市人口

に関するデータを処理する場合， 1958年以後につ

ヤてはまったく新しい考慮が必要である。

2. 都市人口の概念

日本語の「都市人口」，英語の“urbanpopula司

tion”にあたる中国語は，「城市人口Jおよび「城

鎮人口」である。これらの用語の対立概念は「郷

村人（ljである。これらが公用語として用いられ

る場什， 2種類の異なった内容をもっO 1は行政

K両のそれで、あり，他は統計概念のそれで、ある。

(1) 行政区画としての域鎮

新中国における行政区画としての「市」の内容

はすでに述べたとおりである。都市人口と関係す

るそのおもな特徴をくり返せばつぎのとおりであ

る。付）行政の単位としては，省，専区，県に匹敵

する。（ロ）人口約5万以上の都市が市の地位をもっ。

付その数は約130～200で，時期によって増減があ

ゐ。（ニ）市の境界内には事実上の都市人口と郊外地

に住む農民（農村人口）が含まれ，後者の比率はけ

っして無視できないほど高く， しかもその比率は

17 
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変動した。

都市と'1主村の中間（こ位百ずるものが「窓口であ

るけこれは行政組織の末端機構である郷に匹敵す

るつ鎮どなゐための基準：土明記されており i；；へ

そjL によオti王、 人口ゴ（）（）I)人によ上（少数民放1,i'.／七地域

で；土それ以下ーごもよL、Jが条件である； 19:1:;fj-cのセ

ン lト夫、l¥ii主 511)0 間の鎮があり τ そのろ九人 ~l

ゴ（）（）！）人以上のも J)が付3＇：，，にあたるt似4例3：戸icf> 

人I二！ l()（）（）～2()1)1）人のもしア11,:7ゴ7j回， ),k;る！日匂（｜読が

1 ()I)（）人以｜てであ－，i二。ヘ当11,j＇；土践の行政漁協を

もたないでf:'.¥J）名をもつものが多数あ〉た／；入 後

にこのようなものをどり消したので践の数は減少

しだ〔第 l去きま！！＼Do

行政I乏u_bjとしてのrnーやj支；：し !lit,(l'Jにそのよう
ふi也／）［を与えられているかどうかにk 予てき tる

わげであるiJ・, きわめて大ざっ，r~c はあるが〆人 i ! 

抗，i卜との閃係でこれをみれば、人口約三I）（）け以上山

もグ〕ぷifL がJ:i -/j r;, JJ）ものが市であるとし、えら

であろう。

,21 統，！＋11旺J之：としての古1,rn人口

涜，,1-概念としての出市人 ri の iAJ ＇：／~が正式にさ t

つえり（土日J5Si-Hl月7上lのiヰf;;p完全［本会言iにおし、

てであった I _cl＞）一 こ二でJ：長！口さ;l1f,二「［見定i；土全

人口士「l成市人I！」、 l:m鋲人iIJ 〔以！」をtちわせ亡
i点1支人円ど

, 11 人lモ~［＼会およひ、 ~1;級以 t二（＇）人民妥只会心＇）所

主E!也を城鋲とする。士た？古住人口；！（）（）（）人；li：で，

住民の半以以 t：ノdミ非込主人「i；こよ J Jごl与／） r,,i1ふ

民民I＜全域￥J＼とする σ 人ilカ‘；！(Iりの人以下ごも、以

下乃条件をみたす現行には域鋲人口とみfょにす

なわ九‘ jlJ:、T{r:Jt 鉄i立の男氏， i＇奇T.'f山中心ラ交

通J〕l妥福j，中等以」J）学校， fト＇＋：研究機！日！の戸•If千五

J也、および職工の住℃［支でτ 常｛｝人i！？ゴ（）（｝（｝人i二

i芦j/こなLつり；、 し元通し l ()()I）人士二え， Lか七 －，Wt：主

18 

人il Ii-; 7:i 'Yr，をこえるJtまfL 4ミた， そな主主jむで， しか

も何年療豆、あるいは休，U、にくるものの数が当地の

活fヒ人I：：＼の半分をこえるもの。

以上に規定された城鎮人口のうち以下の条件を

みたす地域に住tsものを城市人I：：＼とする。すなわ

ち，中央直結i行と古轄市，および常｛主人口 2万以上

の県灯、上の人1'6委民会所在地および商工業地匹。

十でに述べたように， 人［ 1'.!h以上の都市のな

かには行政上のi打のすべ亡がはいる。 また三万以

上の人ilをもつものは大部分が向工業の中心であ

るリしたがって， 都市人口を実質的に規定する条

件は人11＇.！ 万以上ということになる。そして）Jix鋲

人Il であるための長大の条件は人 ~l 2000人以上の

店民区に｛十むことであって， これは先に述へた行

政七の概,2：とほぼ一致する。

ザル、でながら， ffkのことがさまったのは 19:15

年のことであって，そのことは 1953年のセンサス

勺II抗こi上部市人il と；；＇~付人 ri を区別する基準が明

{i'r,(でなかず ）f,こことを，；－t志する。それゆえに，この

二とを：も•）て 19:i:'\if センサスの弱点の一つをあら

わ「ものと指摘する人がある

l'J5；＼年の l_r>lトス、出i寺，統計概念による域市の

数は422個であぺたっそのうち lGG{1-/ilは行政上のr¥i

であり，残る 25G~＆！；土 l行の地位をも fこなかっ fこC

,J＇.！＇.！伺の都市に性心日成 l行人lljは513＇.！万人で，そ

れは rJ成金Z人仁lJ ( :i !OOJR;］の銭と Hi6個の市iニ住む

もの） J:T本のtiti.11 'X，を占める。 51:32IJのうち'1:35'.¥

万は16G怖の市に住み，残る779]jは 256個の小都

市に｛｝んでいたという C,l2L）。

どころで， すでに述べ式こように，われわれが中

河内部！｜子人口を分析するに際して j王者ナる問題の

ー／〉は、 i行の郊外に住む：事実上の農村人口をどう

l;.1_!,Jljl ・j・るかということである。われわt1,,／こlj.えら

れみ；千t'fl¥rriの人IJデーケ；士行政区両にもと J くそ
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れであり，したがってこれを含む。ずで、に述べた

ように， 1958年にその数が大幅に増加した。多く

の分析目的にとって， とれを除外するととが望ま

しい。ただわれわれが知るかぎり， 公表された都

市別の人口統計にそのようなものはない。

公夫された「都市人Il J (A-IllとLての）がこの問

題をどのように処理したかについての説明は与え

られていない。しかし以下の理由によって， そこ

には郊外の事実上の農村人口が含まれていないと

考えるのが適当であろう。すなわち，すでに述べ

た上うに， 1953年セン作スの当時， 1353万の「域

ilf人，＿リが166の「市J；こ住んで l，、之という。と

ころが，発表された161の「市」の人ilを合計して

みると5235万となるい：！ l＼，この差iif’子政区画とし

ての市のなかに含まれる事実上の農村人口である

にちがいない。比率で表現すれば，各都市人口の

うち， 83%が城市人口で， 17%が郷村人口である。

これは都市人口に関する行政K両としての概念と

統計とのそれとの差であるといえ【上う。 1952年に

市京市の人口は 109万ど（）（）I)であ〉たA，そのうち

27万以上が農村人口であった f"!21 ¥ 0 主た1957年に

蘭州市の人口は39万7000であったが，そのうち 6

万2000は農村人口であった批問。そして1958年に

おける都市区画の拡大によってこの比率は大幅に

上昇し， 37の大中都市の平均が都市人口 1に対し

て農村人口1.27となるに至／〉たオ〉けである。

3. 圏内移民政策の変遷

中国の国内移民は；つのi誌な vに部分よりな

る。一つは農村から都市へのそれであり，他は農

村から未開拓地への農業移民である。政策として

は前者を阻止し，後者を奨励するというのが一貫

してとられた方針である。これらの基礎となるも

のは，いずれも農村内部における人口圧力である。

農業移民は小文のテー？ではなL、山で， それに

関係のあるつぎの3点を指摘するにとどめる。

(1) 新しい開拓地はおもに東北地方と西北地方

において求められた（注26）。その他、従来からの居住

地帯に存在する未開墾地の手I］用もとりあげられ，

’F実それは行なわれた。

（の その規模はいずれも 1年間または数年間の

計画として数十万人であったo とりわけ， 1956年

には政策的重視をうけ， われわれの知るかぎり最

大の規模である 72万5000人の農業移民が計画され

た Clt27)0 

(3) 農業移民への努力は 1958年初頭までつづけ

られた。その後は無視できる程度にしか行なわれ

てし、t；.い。大躍進のある時期には，労働力の不足，

および上地生産性向上に対する極端な楽観主義に

よって耕地箇積の縮小をさえうたわれることがあ

ったc 1961年以後は現有耕地に対する物的投資の

増大が盤点政策となり，不利な未開地への投資は

極力きりつめられているようにおもわれる。

いずれにしても，農業人口圧力の緩和という目

的に亡 lラしてみて，農業移民のはたす役割は無視

できるほどのものであった。少なくとも近い将来

においてもその状況はかわらないであろう。

農村人口の盲目的な都市流入を阻止しようとす

る政策は， ほぼ全期間を通じてみられる。ただ，

その強弱および方法などに若干の変化があり，そ

れをいくつかの時期にわけであとづけることが可

能であるc すなわち，（1)1952年まで。（2)1952年秋

より 1958年春まで。（3)1958年春より 1960年秋ま

で。（4)1960年末より 1963年を前後とする不明のあ

る時期まで。（5）それ以後。

(1) 1952年まで

統計資料の不備などのゆえに正確に内容を把握

するととは不可能である。 fこだ，それ以後の新閉

店事leどか人みて，政策としてはほとんどまった

r9 
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くなすところなく，相当数の音目的都市流入があ

ったらしい。

(2) 1952年秋工り1958年春まで

この期間に人口の都市流入を阻止するための一

貫した努力がなされた。中岡の与えられた条件を

考えるとき，これは理解できることである。農村

人口の台目的都市流入を阻止するために発表され

た多くの論文や新聞記事のうち，政府機関より発

せられた命令またはそれに準ずるものは筆者の知

るかさりつぎの四つであるυ

1. 1952年11月26日の内務部社会剖による勧告

一一「農民の盲目的／乍都市への流入を説得に

上って阻止γべきであるJ（注21)

2. 1953年4月17日付の政務院指示一一「農民

の白目的な出市流入をやめさせることに関す

る政務院の指示」〔注29)

3. 1954年；1月12日付の内務部と労働部の共Iii]

指示一一「農民の高目的な都市流入をやめさ

せることをひきつづいて貫徹することに関す

る中央内市部と中央労働部の指示］ Ul30) 

4. 1957年12月18日の中共中央と悶務院の共同

指示一一［投村人口のI三目的外流を制止す～る

ことに関する中共中央と国務院の指示」 t注31〕

以上四つの丈献を比較してみてつぎのようなと

とが，，、えるであろう。まず第1に， ffi，示を発する主

体が，政権機関のなかでより中心的またはより強

力なそれに移っていく転向ボあったむ第21こ，阻

止するための方法をより具体的に明記するように

なった。第3に，採用されるべしとされた共体的

な方法治より強力なものとなってし、く傾向があ 7

7乙。とりわけ 1957年の指示はきびしい内容を含む

ものであった。二こではそれまでの［説得iの方

法をすてさり，鉄道など交通の要所に検問所を設

けてチェックずること，厳重な戸fl管理を？？なう

20 

こと， すでに都市にいる流入者を収容所に集め，

集団帰郷させるが， その際責任者がかれらを故郷

の家までたしかに送りとどけることなどを規定し

ていた。以上のようなことは，この問題の深刻さ

が時とともに計画当局によってより強く認識され

るようになったことを示し， さらにまたそれにも

かかわらずとれらの諸指示があまり効果的でなか

ったことを示すものであろう。

以上の諸指示の他，同様の意図をもった各種の

論文や新聞記事が発友されたが， 1958年2月末を

もて3てそれはおわる（注32）。この時，農村人口の都

市流入を阻止しようとしう努力がやめられたこと

は確実であるα

「寄目的流入」の実際の状沈をあとづけてみよ

う。 1954年の指示仁上れば， 1953年の指示が効果

をあらわし，事態は一時好転した。しかし，その

後ふたたび悪｛むし， 195,l年の指示をよぶこととな

った。 195,1年の指ボの効果は不明である。しかし

1955年は)I慎調で， 10月末までに全国で55万5000人

が帰郷したという（注l九いうまでもなく，これは同

年における農業生産の好転を反映するものであろ

う。 1956年の農業不振によってふたたび悪化し，

同年秋から1957年笈にかけてら7万人の盲目的都市

流入があった〈注34）。そこですでに述べたような強

力な措置がとられることとなったわけである。当

時，農民の都市流入を阻止することの他，以下の

ようなことが行なわれた。すなわち， 1957年4月

以後，小中学生で進学に失敗したものの処遇が問

題となり，けっきょくほとんどすべてを出身地の

良村に送tJJ区した（iJ::l:i）。これは永久的な逆移民と

いうべきであろう。さらに，整風運動の過程で大

尽の幹部~ I下郷上iltJさせたりこれは一時的な

逆移民というべきもので， その数は81万に遣した

とL、う（注凶）。
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中国のJt＼九「百日的流入jということの具体的

内容は『郷里の幹部から都会の幹部にあてた紹介

氏をもムペてくるとか， 都会で職業をえた親；原材、

古「を：た工 てくると L‘うようなt,！｝〕で，かjもらの

多くは剖，mにおけゐlf汗王失業者ーを形式 iるという
1／とiTr。

r31 l(loH 年長よ fJI %0年秋まで

た躍進i~ 17!¥r[1におL、ても農村に才打、スもヤわゆ

る無限山医片ii議会をつくりどし、 19日平iこは「労

働力不足l；）：あらわれた。しかし， 部l行の吸収7)

；士大きく司この期間に大量の人r.:i:ts上じ労働力が

都市に流入し／そっそ／）数、i二っし、ては：IEfifU仁統計－a

！主 1いんl二、 与くのとこんでう｜）召されるゴ000万人とい

うのが ＿，－） （.＇）口安となろう f弓鴻ノ｝。

14) EJり（）年秋上 f)l%3年前後士で

jユ業支援の名のもとに2000万の都市労働者を

畏付i二，1;--1－という，；十耐えぺ EJ(iO{f'.;f火に唯夫0.htこ。

ーとれJ_)i麦、 ｜万H；長♂）こと方ミくり J三し＇・ ・J,;i Lた。 どれ

だけ実現されたか、またこの数字tこどれどけ現主

的な意味－／，‘ょうるのカ‘ノにどは不明である L、す

れにしても， この時｝良すj～＼何十トーしと主JL／；＿こ人口

数が， 大躍進期iこ都I「lに流入したとさjしる人口数

と［hjじであると 1、、う♂〉は興味深L、。

i5) 1%1年以後の政策は不明である

大躍進につづ〈不況期における失業と食糧不足

は布川ii二.,13，、てよりi衷玄ljであっただろうから，者i:

[fl の魅力（上減少したかもしれないυ 他方，－~村ーでは

ま業生産μ凹復および発展しつつあるゆえに，人

口圧力は減少してk、るであろう。しかじ，第1渉：

5カE子氏十阿期iこくらべて人口の絶体数；土地大して

レるし， 1;¥¥rliの近代部門の雇用吸収｝Jit減少して

1，＇るゆえに， 長期的傾l何としての人口圧力は増加

しているであろう。 t,.ts、19fi9年初］＇.！}1において，

者＼＼111から良十十、の大規模な人口放出政策がおし進

められているという信報もあるC!lAO)0 

4. 研究の資料

人ilおよび都市人Ilの地域分布に関するデータ

の人子状況は，全人口のサイズおよび構造に関す

るそれにまi-rる。そしていうまでもなく，それは

つざの二つの要素によってきまる。第1は，中国

自体によるデータ収集の努力， したがってその保

有I~；.l:: tri度である。 tr~ 2 t土，それがどれだけ公表

5れといるかが問題である。中国において，セン

ザスがいつどのように行なわれたかについては，

John S. Airdが政群の業績を残している。かれは

公夫されていなし、ものまでもっきとめている。と

こてはその成果を紹介する Crl41l。

Airdによれば，中華人民共和国誕生以後1965年

までに六つの大きし、努力がなされた。それは以下

のとおりである。

I 1) 中l忌共産党による土地改革のための人口調

査で， 19,19年以前にはじまり， 1953年までつづL、

たζ これはいわば土地改革の副産物であるが，と

れにより，中国の人口は国民政府に上る 194，年t__;

kび 19似 f干の報行の数字よりはるかに多し、ことが

半IJIJJしてきjこO

(2) 1949～53年の都市人口登記。このおもな口

的は公安活動の基礎とすることにあった。そのた

めに必黙的にパイヤスをもつこととなった。ここ

でも人口が予想以上におおいことが確認された。

(3) 1950～54年のサンプノレによる人口動態調

査。 58の都市区と 19の農村地区で行なわれ〆たO

(4) 195:l～54年の全国人口調査。 1953±f,6 Jl 30 

11現在のもので，結果は 1954年11月に発表され

た。多くの欠点をもっとはいえ，史上も：》とも完

全なセンサスである。

(5) 1956～58年の農村人口登記。これによ.－，て

得られた1957年末数字が， 1959年 9月に発表され

2I 
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jこ。その数字ぷ I、、まだにもちいられる場合がある。

(6) 1964年夏に行なわれた公安部の恥Idcheck。

その結果はもちろんのこと， それが行なわれたこ

とさえ発表されなかった。

以上は i¥ird によってあげられた人口統計の収

集の経過である。小文のテーマとの関係でわれわ

れに与えられているものはきわめて限られてい

る。したがって， あらゆる断片的な資料を利用す

ることとなる。そのおもなものは以下のとおりで

ある。

(1) 1953年J〕センサスによる人口数，官別人口，

都市農村人口比率が与えられている。

(2) 1949～昨年について人口数および都市農村

人口比率（1957年以外は年末と年平均の両者あり）が与

えられてL、る「第4表参照）.，

(3) 胡民inri，命文（第2'1とち！約に1954:1三末の符刃！J

人口あり。

(4）『偉大な10年』に1957年末の省別人口，人口

50万以上の都市の名と人口などがあり。

(5) おもに係敬之主編による各地区『経済j也理』

に1953～57年における省日ljの都市人口および都市

のデータがある位42〕。

(6）各組I);fil図によって都市の名と各部rlj （／）人

口が与えられている。いずれも人口 2万以上の都

市についてであって，その際，小都市については

王確な数字方4 与えられず， たとえば2)j～5万と

トうように範L引のみがわかるようにな η てlいる場

合がある〔注43〕。

(7) 各年『人民手冊』および『全国行政区画筒

冊』により， 卵、級以上のセ行政区画を知ることが

可能である。

以上の諸資料により，省別人口は1953年央，1954

年末，およびT1957年末の 3 時，，：~について与えられ

ている。省日ljの都市人口比；よ支ったく与えられて

22 

いない。人口 2万以上の都市およびその人口は，

1953年央についてもっとも多く与えられ，その他

1957年末と1958年央についていくらか与えられて

L、ィ：＇＂

中同の入口および都市人口の地域分布に関し，

外部の研究者によるいくつかの研究業績がある。

それをと簡単に紹介する。その際とりあげるのは

Morri討 B.Ullman, Ernest Ni, Yuan Ji Wuの：1

青である。

(1) M. B. Ullman位44）。 Ullmanのおもな業績

は昨日年央と1958年央における都市人口のデータ

企多数あつめたことにある。かれはそれを二つの

去にまとめた。

第 1表において 1953年6月末現世における人口

'.', ~！J以上の全都市名〔420鋼〕をあげ， その人口を

与えた。人口につL、ては， 420儲のうち， 148/1回に

ついては人口の実数を示すことができたが，残る

272個についてはサイズ・クラスを与えたにとどま

る。すなわち，各m,-r11を人口のサイズにより， rn
200方以上，（ロ）100万～200万，付50万～100万，（斗

20万～50万，同10万～20万， NS万～10万，（ト）2

万～5万の7クラスに分け， 272の都1nがそれぞれ
どのクラスに属すかを示した。しかも実数の分か

らない 272都市の大部分は人口10万以下の小都市

であり，また人口20万以上のものについてはすべ

て実数によって示されている。

第三の表において， 1938年， 1948年， 1958年の

各年における同様のデータを与えた。このうち

1958年は比較的完備しており， 1953年以後の変化

を知るうえで一つのどがかりとなる。同年につい

て129の都市の人口が与えられたが，そのうちの

122個は1953年についても与えられており（すなわ

れ， 19.'i8年につνては分かつているが1953年についてわ

からないものは7俄であるL直接比較の対象となる。
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というが，事実上 Ullmanのものと同じである。

くわしL、内容は次節において紹介するので，

ではつぎの,i.'，ょを指摘するにとどめる。第 Iに，＼Vu

二こでr1f.確認しておく 3 ごきことは－
 
Lノ一J

 

J
？
 

｛｝行政［l企画；こもとづくものれら ｝） ＇ーケ乙 l'Iィ、

{ （.＇） 中にjヰ祁の民H人口を含むことであ

l~ISH 年i心おける IIJしり境

・: ，＇.＇コ（）『

現政権下におけの作業結果を見て感じることは，
ームーマ

イJの ；：＿＿； 、

るを｛ヒのようと企たどるには入手）可能なデータが少1民字である（つでこれrc¥l廷はぷ刻では！（いr

および若干のデータが与えられ亡
' し J邑ホー ｝ ， 
l( ・3 ;:_c' ，；：， ベーと、二/l;): l；彰大／よf1三3：金千11，ず》たに

現政1長FfこJjけるifi,lii分ずIi

、、 f:Liこしても，

いる l95H年までというのは期間が短かすぎるとい[ J ;,//; I剛、な＇ '/ ；~－しご、

新しくこれをご救う一つの方法は，うことでようる。多くのl1片,n百）「究お上ひ：出；TJi人「lの分担？におL、－c'

興りつつある工業都市の質的な分析にあるのかも,J、丈ぴ）jて干1］丹1されるところとな J Iたコc＼：＆；二よ

かれは都市の分布および発展

沿海省と内陸省と L、う従来か

空f官‘） I，宇
1イJ 】自｝，しtL ti:，，、。11<rmにおげるうよ析もこ，JLにit-く存しごいと：，" 

を分triするに際し，

んし、j) ;/ l，仁きた分績の｛也発出した地域（東北，ヨN

j仁、 J在来）とそうでなU、地域と U、う新しい基準を

Ernc,t i¥ii h工1'10Ni i.t 1%:l i]ごと Iリ;J／＜年の

1,f,ji-f.1/c~ におけ；＇.， C'J''1)IJの郎iii.（汁f人iiをJ払i十したc

［三l

な ~J;'.,, ,j L; Jこの他，J佐1i十稿＇R:.t;J：自iで紹介JるJ

多くの興味ある事実を発見した。む：1Hし，
p＇正午 ｝） 件行人11~, IO !j以上山出diにflt;-Lのと

Wu はその他，都111人口の分布および都市の地

工業のじ.tpacityの分布およびその

さらには輸送施設の発民と関連さ

JJを日lj発）jι字を，
地域リlf:j官民率，

rJLv> 

/ -c {Jーなうため，；) 
ごとれ以ドJJKi> I「Iに11:Vも（／） とに分'i;!J'._ fこ】

rとうなJ任日l吉正〔J玄ti'.Jな）j1｝；に上

とこ Cj虫i』.Iht/LI今 ）］

そjL iこ－ ) 1去fとjミミ！司iる二どと fょゐi)(jぐ去Jゐ6シ，

正ーワit 1,i）二「，！' :: ＇，、，＇（い

( ii l ）『人J,~ J IIILJ], 1951 "i l;fi。
( ii 2) 1952>; 11)] 151' ,1，央人民政府妥民主沼19次

二、ふi也沿「IYHヘ，Ji,!iii れiくiJ!・;!)] (!'J i!cふ_J（『人 J(r flljJ, 
19:1:i,1 ll1）。

( ii 3) 1953＇（ょに j℃干バfiとハノしヒンr1;j/:m,1,;i;,1; •, 
より， 二J，［！.＼主でに心配！』,Ii:J 14'.l~l tなっごν久。

(Ii 4 ）『人 J·~ )fill.JI, 1955＂ドJ:lz。

( il 5 ) 1956 'Ii：イ r、ット !'Jif，いおWlfrl止；＇＇を＿i'/o
19::i9lト r、プ l地Jjが，・Hl'.J也［主と ｛，i7t してヂベッ人 1・1

小丈のT!'n支の主題ではなし、せC分析を行なうが、

Uγでとりあtrtn、。
二：、ごft-:,;'-:

νr) :! 山をJflHi! t ／：） にとどめるむ（イJ）｛；；~子ー廿に＇）

いて r¥'iil ¥'llm:111 ,1>:'R:績に t:j的；：：.{£<: ( r: tふ》

（ロItf:L;¥・cni品t'i1こさ ！) ／／）亡大Ill[ぷ（！心とんミ；＇？；と Jtて才i

I)' J-iUl・結社ι大きし・，l'ミ差，））ドJ能性を：7；えしてし、るじ

い七i.t ;J: i~1 で〆 j ) ：＿ノ： 1主J、る ,j）で、

ii立与の時五十と：Jわけ l'.fiS平につL、てそれがL、え，

i占l,f!:：士以後におけゐ分析しり基礎とはん：り，）＇たし、。

Yuan Ii ¥Vu 'n,1•0 Cllmanの荒波が基礎(31 

;f,i ,: ;/;_ ,'1:0 

( ,l:伝）『人i己fl冊l, 1956什）紅。

(IJ 7） 『人i己！IA！』， 1959'[lJxo 

( ;l 8) Ji!吋；：？「 •1•f'i:]に t;ける広栄ι心地M：うr{1iJC『7

戸市長／iJ, なう6：：；，’i¥ 9 ,;, 1965；ドQ月号）。

（口 9) Theodore Shabad, China's Changing 

1¥faj> (London, 19δ6). 

( ,110) :'vforris B. Ullmζm, Cities uf 1¥fainland 

( '1,i11a: 1953 and 1958 (U. S. Bureau of the Ccn-

Ni しY〕主 'fr.~がそれをもとにした主要デーケの収立；，

¥Vu山：fi L（ゴ：，数字U〕推計作業にありとずれば，

カι｛L

はまず， l'.i5:lf.における古川および叶（ズ：1J!Jc!）者五

「Ii円分布状況をえJトき／ごすの第三に，れほi～:ikif

さらにそのうえに ，＇！＿＿ つ分析にありといえる。
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出；di人IJ川市色対＇！；じっH'r:Jmと1t.l.i:

グネにも＇二 , -l, I ご都市乞分？到する。第；Llこう都市｛仁の

t;i;；護デーケ，t)rt¥ i'iの収集に上る1日数を昨日，,Jーらに

の変化；ニペいて，
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sus, International Population Reports, Series P-95, 

No. 59, Washington, 1959). 

（注11) M. B. Ullman. 

〈注12) M. B. Ullman. 

（辻13) 張志剛「偉大I行北山：J（『I也F！＇勾i該』，1959年

11ぢ〕。 1957年人口は『偉大な10＿；は。

( ,tl 4) John S. Aird，“Population Growth and 

Distribution in Mainland China，＇’ An Economic 

Profile of Mainland China, Volume 2 (W田hing喝

ton, 1967). 

〈注15) 佳静茄，高慧珍「新興的工業都市ー一一石家

主tJcw地理知識』， 1959年11事手〉。
〈注16) 陳歩育「才壁灘上的花随一一“烏魯木斉」（『地

11 tr.,U, 1959年12号〕。

（～1 17) 『人民日報』， 19:59::, 8 r J 12 I Lよぴ1959年

11：、HiIJ o 

〔，118〕 『中華人民共和Jj,:};I日；4i;!,;,1955年7月 12 

I），［〔｜ヒ京法律出版社， 1956'.1 ), 40ヲ～，110ページ。

（注19〕 国家統計r.,l「関於城郷国分標準若干立要問

題的説明」（『統；；「工作通常｛』， 1955f!Z-12今〉。

（注20〕 同家統計日「説明」。

（注21) J. S. Aird. 

「 22) ！司家統；十日 r,,,:

r . :c:1) m：数lt 資料γ ーデい一「ー
｛「 ，＇：＇がある。こ

).1 ! ・.・ l ｝ミ ,, 2伺少な‘J., ., ・, n;,: 1'1い不明。ただ

ノI' 11,rlj' がすべてカハ－ '). t山、：：＇）.ごノ＼からみて，

1,:,:,1じて注る 2市は小都市； J:, I I, ニヌいJ ；数字に大き

い影響を与えない。

（注24) 『地理知日放』， 1952年第2号， 35ページ。

( i:l二25) 『，i¥J1!!知識』， 1957年第6'5jト， 243～247ベー

ジ。

Ci主26) 東北への移民；二I｝うし： iJ ¥Valier Wynne 

Jr.に上る詳しい研究が；P;f，。それによると，東北へ

の移民法今世紀初頭にはじ士る。それ j t＼業移民と工

業労働者の流入というこうの対面をもん，その両方が

Xii ,1，凶によってひきつがれた。＼ValierWynne Jr., 

The Population of Manchuria (U. S. Bureau of 

the Census, International Population Statistics Re-

ports, Series P-90, No. 7). 

（注27) 『光明日報』， 1956年3月3日。

（注28) 『人民日報』， 1952年llJJ19日。

(ii:29) 『新華月報』， 1953;15 -;) , 177～178ベージ。

じと30) 『人民日報』， 1954＇ド3;j 151 ！。
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（注31) 『人民日報』， 1957年12月19日。

〈注32) r長江日報』， 1958年2月27日付の記事はわ

れわれが知っている長後のものである。

（注33) 『光明日報』， 1955年12)J 291 l。

(;[34) 『人民口穀』， 1957年12刀19f10 

(/!35) 『人民日報ふ 1957年4)J8lU3よU:1957年

8 !)221 i。

心、36) 『人民日報』， 1957年11li271i 0 

（注37) 『人民日報』， 1957年11月27臼。

（注38) 『人民日報』， 1960年8月25日。また周伯浮

によれば（『中国新聞』，広東， 1959年10月3日），1958

年3月～1959if.3月の 1年間に22の大中都市〈それは

すべて明記されているが，そこには北京，上海，天津

ははい•；.ていない〉の人口が24.5fi%J行加 L たという。

こ;tL以はlI2000万の増加を意味する。すべてはこれが

上り tこんと七っているのかもしれなし、。また，窓j8 

rJr r J, れた fli 位工業的関係」（ll'~l；；（大i'.i'tlJJ, 1961年2

月2fl）。

（自＇39) 『光明日報』， 1963年10月7目。また，Anna

Louis Strongによる薄一波との会見記（『香港犬公報』，

1964年1月15[3〕。

(ti:40) New York Times, January 19, 1969. 

(/141) Ltfこつぎの三つの文献に集奴されてい

;;: 

The Size, Composition and Growth of the I'opu-

lation of' Jfainland China (U. S. Bureau of the 

（：日1SLi只， InternationalPopulation Statistics Reports, 

Series P-90, No. 15). J. S. Arid，“Population 

Growth and Distribution in Mainland China." 

“Population Growth，＇’ in Economic Trends in 
Communist China, ed. by A. Eckstein (Chicago, 

1968). 

(ii 42〕 ・11 i司科学院中華地理志経済地理；［，I：として

1957～59午にIL:娠された（北京科学出版社）。ただ各衡

にj；いて与えられているデータが？；(,1生を欠くれと，

・'i・え人れたデータのf言懸性におJ;＇，、に＼；tr::1があるの

で，分析の基礎とはなりにくい。

〈注43) これらの中でもっとも有用なものにつぎの

ようなものがある。『中華人民共和国地図集』〈上海，

1957年〉。『中国人口密度掛図』（上海，1955年〕。 A.G.

Shiger, Administrativnoterrito門・aznoye deleniy’e 

nrrubezhnykhstra刃（Moscow,1957). 

〔泣.-44) Morris B. Ullm叩．



Ⅱ　人口，都市，都市人口の分布
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（注45) Ernest Ni, Distribution of the Urban 

and l<ura! Po戸tlatiυHofλJainland China: 1953 

and l少，・，R({ T. S. Bureau of the Census, lntunatio 
nal Population Reports, Series P-95, i¥o.ふ6).

（注46) Wu, Yuau」i,The Spatial Economy of 

Communist China (New York，羽Tashington, 1967). 

II 人口，都r1J，出；市人口内：JJ'{!J

I. 省別人口

省別の人口および人口密度は1953年央， 1954年

湖 11,,j 償 以~~~i 泊，J川2泊蜘9
江 ）可

者省＂I '"・ 九日 ！日，叫広

東j自II 
~t ~it: 35, 900, 37, 960: 広 西 治 20,180 19,390 

四 68, 0431 72, 1601 

貴 +II 'fi、 l;), 15、f>7(I ]f; , 890 
雲 I十iヒj 官省 17, 18,1)1お l'c), ｝，叫,o 
河 43,348 44‘－IJ4 4民，
山

西軍 I 14,314 l刊 61 15,960 
遼 20,566 21,518 24,090 

米， 1957年末の 3時点について与えられている

0%0年および1951年の f人民手muはそれぞれの時点

における省別人口を与えているが，それは以後の数字と

比較可能のものでないことはあきらかである）。それは

第2表のごとくである。

立＇； 2表の意味？るところはおおむね以下のよう

なものであろう。

(1) 省別の人口密度は大盤があり，平均値はそ

リ（）

10.ll 
3.:3 
10.2 
9.8 

12 .:l 
9.:i 
12.4 
11.4 
17.1 

2ラ
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れ自体でほほとんど何の実体も表わさた、L、G 東部

諸省は調街で，西lillの諸省t土稀薄である。沿海7

省は人口密度においてすべて 12位以内にはいる。

そして西行［い人口稀薄i也帯をなす4省（子Jこット!'I

治区，青i係省，新覆自治区，内費者自治区〕は人口密度

においてぷ 1•位か （ > ij位までをJiめるが，一方こ

れらは面僚におν一：品大山 lf主から cl{止を占め

る。したがって，全国平均値がこの 4省によって

たきく左七される二 l::/J；わかる。人口iヰ；皮におじ

る全国平均を上回るもの 17省，下回るもの 8省で

ある。

(2) 1953～57年の変化につし、 ζつぎの斗とがL、

えよう。チベヴ卜がわずかな減少をみたほかは，

人口数II「Jこてのす｛およびf'.!治ばにおいてよ曽加し

た。しかも大部分の省の増加率が全国平均のそれ

(10.9%）；こきわめご「）かい。そして人1l＇，十i度のWi

位にはまったく変動がなかった。特に低いものは

M百己チベノ！のほ人li、広東省があるのみである。

人口成長ギの特にi山iL、ものは興味ある1:u越を提供

する。内装（25%），黒竃江（25%），青海（22%），遼

布（17%)n 4 省かとびぬけこ l'~i く，新出：（，陵商、

甘粛，貴HI，河北の5省がやや高い。

チベーノト（T）人口ぷ用）J日しなか.＇たの i1, それが

経済発展および都市化などのすJごてにおいて他方、

ら隔離され，新しい要素の導入をみなかったこと

を示してし、るにちカ入、はい。 したがっ亡チベット

を考慮の外におくのが適当であろう。一般的にい

って，この期間にはまだ人口の本格的な地域間移

動はなかった。それは農業人口のウエイトが高い

ゆえに，工業化に伴う都市化が全体の動向を左ホ

しえなか〉たということと安祭をなすも Cl）であぞ〉

う。ただいくつかの省はめざましい発展をみたo

kにあ打た 9省のうち，遼寧と河北を除く 7省が

いわゆる内陸省で， しかもその多くは「辺境」の
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（出所） 『日本経済新聞』， 1968年9月7日夕刊。黒

；江戸， i幻東，チペットの 1 地区；主主［i~i兵報tこより

他'19月6日の北京放送によるという。
（注〕 (1) 河北は北京，天津を含み，江蘇は上海を

；守む〈原資本iには含まれないが， 1%7年との比較

のにめにここでは含ませたんそれゆえ， 3市の人

口は二重計算になっている（合計数字はそれを調

整♂）0

(2) i「点のカッコ内は寧支企，：：；；ませた駁合で，これ

が1957年数字と比較可能である。

(J) Jr打の入 ~l については雨時点における有意な比

較は不可能である。 1958年におけるHTの境界の拡

大を含んでいるからである。

(4) J 9ゆ年末から1967年末の数字であるにちがヤな

＼・.＂その持に各省における革命委員会が成立した。

ただ，われわれの前節における研究によりあきら

かなように，最近におけるセンサスは1964年に行

なわれているので，その数＇（がそのまま用いられ

ている可能性がある。
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地であることは注目に値する。それらはもともと

人口数が少なかったゆえに比較的少数の増加が高

い成長率をもたらしたという側面をもっている。

しカ‘し逆にいえば， 人11扶主主能力のきわめて抵い

これらの地帯がこのようにこL速な憎加をみたこと

は， 新工業都市の建設や鉱産資源のiJ司発がこれら

の地帯を根本的にかえるほどの影醤力をもちはじ

めていることを示している。遼寧省と河北省の高

い人口増加率は，既存の工業地幣のいっそうの発

展という，新中国の産業立地政策の他の一面を示

すものであろう。

(3l 1957年以後の状況を示す ためのデータはほ

とんど与えられていなL、。ただ， 1%，！～67年の省

別人口が不十分ながら与え人れてL叫。文化大革

命の過程において，革命委員会の成立をつけ’るニ

ュースの中にその省の人口デ｝タを与えるものが

あった。それは第：1表のごとくである。これはき

わめてラフなものであ，＇て、分析の基礎とはなり

がたいが， 黒竜江省， i付蒙i"l治h，占林省，新義

ウイケ＇／レ自治区の急増はわれわれヅ〉信識的判断 tこ

4致する。ただ，第3去の数字が人ilの地域間移

動をあらわすものと考えるのは早計であろう。

2. 省別都市人口

このテーマに関して直接利用できるデータはい

くつかの断片的なものを除き与えられていない。

全国の都市人口比率は1949～57,fベ1）各年につい

て， 年末数字と年平均（1957市立年末のみ）が与え

られている。それは第4去のごとくである。

第 4表より，中国の人口は1949年末～1957年末

に18.5%ふえ，その聞に都市人口はら9.5%，農村

人口は13.6%ふえた。また1952年末～1957年末に

全人口は11.6%，都市人口は28.4%，農村人口は

SU%それぞれ増加した。それにt ，て都市人口

比率は 1949年末の 10.G＇＼，から 1~6~ 年末の 13.2%

第4畿都市と農村人口（年米数字，単位：万人）

｜都市人口｜農村人口
年次｜全国人口数｜ 一了一一一一l一一一寸一一一一

｜人数｜比率（%）｜人数｜比率（%）

1949 54,167 I 5,765 I 10.6 48,402 I 89.4 
50 ら邑，196 I 6,169 I 11.1 i 49,021 ! 88.9 
51 56,:-lOO I 6,632 I 11.8 I 49,668 88.2 
;i2 57,482 7,163 12.5 
!18,796 7,767 I:l. 2 

54 60,172 8,155 1:-l.6 

55 61,465 8,285 13.5 
56 62,780 8,915 14.2 
57 64,200 9,200 14.3 

（出所〕 1949～56年は『統計工作』資料室「194ト
1956年我国人口統計資料J（『統計工作』， 1957年
n号〉。 1957年は，玉光偉日11f,,J総織農業労働力J
（『計画経済』， 1957年8号〉。
（注） ここにいう都市人口は原訟では「城鎮人口J
となっている。これは前節であげた「統計概念と
しての都市人口jであって，人口約2的0以上（そ
れ灯、Fのものも若干ある）の町に住むものであり，
また市の行政区画にははいるが事実上は郊外の農
村人口であると認められるものは含まれない。こ
こには表示しなかったが「年平均数」というのも
与えられている。それは両年末の中間値をとった
ものである。たとえば195.3年のそれは7465万であ
ヮたo当然これは1953年央の値であるセンサスの
772ら万70（めとは同じでないa

へ，さ fパこ 1957年末の 14.3＇：｛，へそれぞれ上昇し

子ヂ，」 p

いま都市における人口の自然増加率が年平均

3.4%であったと仮定しよう他1）。この比率を適

用し， 1949年以後農村からの人口流入がなかった

と仮定すれば， 1957年の都市人口は7532万9000と

なっていたであろう。また1952年以後について同

様の仮定をすれば， 1957年末の人口は8466万4000

となってし、たであろう。現実の数字とこれとの差

を農村からの流入人口とみなせば泊2〕，それはそ

れぞれ約 1667万， 734万，であった。すなわち，

1949-57年の都市人口の増加は， 51.5%が自然増

により，残る 48.5%は流入により，それぞれもた

らされた。同様に， 1952～57年のそれは， 64.0%

が自然憎， 36.0%が社会増による。
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省5}1J者~市および農村人口： 1953年および1958年

（年央人口，単位： 1000人）

年1958 

第5表
日IJ

i出の数字と一致する。そして中闇政府は 2000万を

｜に送り返そうとしてL、るわけと Fわるじしかし，

についてはいっさい不叫ご払る。

年初演の都市人口として 1償却00万が得られ，

'ti七

j三q,114 
ti'＇.刊の都市農村人 11比率；二＇） ，，、ては，

Erne当tNiの作業結果生紹介するのか適当であろ

まず，

うUIG〕。かれは 1963年と 1958年の各年央に f山、て

その結果は第5～針表のごとくそれを行なった。

であった。

わ~日～ 8 ；表の諸数字山；；－立企 ［ii什 j一る前iこ，

れわれiまその推計方法をあきらかにしなければな

(, l( ＇.二推計結果の信 i!2z目：がでれじよってあきら

かになるであろう。

1953年の省別都市・農村人口はつぎのような方

法によって得られた。すなわち，（1)1953年央の全

国都市人口の合計についてはセンサスの結果であ

る77＇.！β万を採用する。すでに述rζf二上うにこれは，

この人口 2000以上のまちに住むものの台，if数で，

中には郊外に住む農村人f_jfJ；；－まれたい。（2)M. 

人口 2万以1Jllmanの都市調査に上サて t

上の全都市の人口があきらかになっている（実数が

B 

わからない場合はその属するサイズ・クラスの平均値を

2.8 
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によってこれらの都市の両年の人口が与えられている〉。

これらの比率を各省の1953年の都市人口に乗ず

る。得られた結果の全国合計を 100として各省の

占める比率を算出する。この比率を 1958年央の全

同都市人口に乗ずる。得られた結果は各省の都市

人口である。（4）各省人口から各省都市人口合引い

て得た結果を各省農村人口とする。

Niの作業過程におけるもっとも重要な仮定はつ

ぎの 4点である。すなわち，（1)2 )J以上の都市の

人口分布が全「城鎮人口」のそれを代表する。（2)

10万以上のl;J111iの入「！の変化が全 I岐鎮人口jの
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それを代表する。（3）行政医画による都市人口｛郊外

の農村人口を含む）と統計概念による都市人口（それ

を含まない）との比率がかわらfr;_,,叶4)1956～58年の

都市人口の増力日率はそれ以前のそれと同じである η

これに対するわれわれのコメントは以下のとお

りである。

(1）の仮定につU、ては一つの推詐の方法として桟

立するものと考える。との著者も指摘するように，

若干の誤差を生みだすことは避けがたいが，他に

よりよい方法ポみいだせないということを汚慮す

べきである。

30 

(2）は性質上，（1）と同じものであるが，要は程度

の問題であって， 87個のケースによって50（的個以

上のそれを代表させることができるかどうかとい

うことである。結論としてはず予認しがたャという

ととである。

(3）われわれはこれについて， 1957年末以後，都市

の境界が拡大され，大量の農村人口が都市の人口

に含主れるようになったことを知っている。これ

について Niのコメントはないが， Ullmanの与え

た1958年の都市入[Iは少なくとも大部分が，市の

境界が拡張される以前のものであるかにみえる。

(4）の仮定は容認しがたい。 1958年に都市人口が

急増したが， ここにはその要素がとり入れられて

いなし、J これは致命的な欠点、といえるであろう。

以上の理由によりラ Niの推計結果は， 1953年

央についてはある種の分析のための基礎とするこ

とができ， 1958年央についてはいかなる目的のた

第9表省当！J都市人口比率 （%） 

｜孫による INik.1:る｜孫による INiによる
195：，年央 195］年実」1957年末＿1958年余

湖北｜ I I 13. 1 I u .1 
湖南 l I I 8.8 I 1.1 
江阿 i ! I 12.7 I 8.3 
四 JII I i I 8. 78 I 9. 3 
貴州 l I I 12 I 6.3 
河；｜ヒ i約20* I 2:i.2 
山西｜ 11.6 I 12目9
遼命 i 1 I 35.s I 42.4 
吉林｜ 1 I 31 : 29.7 

黒竜江 l .. I 36.1 i 35.3 
広東 1 I 14A5 I 13.4 
広西 1 i I 8.68 I 4.9 
福建｜ I I 18.92 I 11.s 

（出所J 孫によるものはつぎのとおり。湖北，湖南，

江丙；；孫敬之『華中継区経済地理』 Ut京科学出
版社， 1958年〉。四川，貴州：孫敬之『西南地区

経済地理』（北京科学出版社， 1960年〕。河北，山

西．孫敬之『華北地区経済地理』（北京科学出版

社， 1957:-r，）。泣寧，者林，黒竜江：孫敬之『東北

地民経済地理』（北京科学出版社，1959年〉。広東，

広西，福建：孫、敬之『華南地区経済地理』（北京

利’γ出月齢L1959年）。
（注〉 持天津，北京の両直轄市を含む。
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めにも利用できない，ど結論するc

ff！？，：之は， 1957年末ハ/rl)l[i人111ヒ符を11の省に

, ) 1，、ζ与えている。それr,はあさんがに精度の高

いものではない。しかし，参考のために Niの数

と併記すれば， それは第9表のごとくである。

3. 省別にみた都市および都市人口の分布

ここでは， 1953年における都市および都市人口

（円分布について若干の分析をhなに分析の対象

とたるものは，人口 2Ii以上山部1lifこ住む人口で

」「るつ中国の用語による「j喰鋲人Ii守すなわち人

口2000以上のまちに住むものー一一それはまた，

Ern巴stNiによってとりあげられたものである

一ーをとりあげないのは以下の理由による。すな

わち，（1）人口 2万以上のまちの名と人口はすべて

目院の資料によって与えられてL、るハ これらの資

料士収集する作業がすでに Ullmanによって完成

されといる位9¥(2）これ；札寸際的な保準による都

rl日 J＼概念にも合致し， ｜わJII寺に中l王！の f城市Jの概

念にもあう。（3）工業の配置との関係，さらには今

後における工業化との関係でみるとき，人口 2000

～2万のまちはあまり問題にならない。

本Jt1では 1953年の状況のみをとりあげ，それ以

後の変化は次項にゆずる。

本訂の目的との関連によれ、て箔 i～3図を用意

Lたυ 第 1図は省別の都市数2：都11i人口を比較可

能の形に整理したものである。第2図は省別にみ

た都市のサイズ・ランクをあらわす。第3図は第

1図に省の人口を加味したもので，都市人口比率

をあらわす。以下においていくらかくわしく説明

し上行。

第 l図において，横軸；こ都市のランクをとる。

たとえば n番目は各省、におけゐ人II什イズがn番

目の都市である。 ここでは 2万以上の都市がすべ

て採録されているので， カーブの終点は各省にお

~l 殴 l '6別都市数およひ’都市人υ数（単位：万人）

・江蘇

,,ra: 
遼寧

広東

吉林
200 

ける 2万以上の都市の数をあらわす。縦軸に都市

人口の累社数をとる。たとえば横軸においてπ番

けの地点が縦軸においてあらわすものは，各省の

人口小イズi番から n番目までの各都市の人口の

合計数である。カーブの始点は最大市の人口を，

終点は各省の都市人口数をあらわす。

第2悶は各省における都市のランク・サイズ分

布をあらわすためにつくられた。横軸に都市のラ

ンケ，縦軸に各都市の人口数をとる。

第3図は第1図の都市人口数のかわりに，都市

人rI 比率をとりあげたものである。その他は第1

図と同じ。したがって， カーブの最終点は横軸に

おいては各省における都市の数，縦軸においては

都市人口比率をあらわしている。

とれらの図においていくつかの興味ある事実を

よみとることができる。それは以下のごとくであ

る。

11) 三つの図の横軸はいずれも各省の都市数を

あらわしている。都市数によって各省をいくつか

のグループに分けることが可能である。第 1のグ
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第l図ー2 （単位：万人）

;'C/Jif 

里l乱i

一一一1 5 i'o 15 却 2S 30 3536 

（注） (11 人I｜数が不明むその属するサノズ・グ

ループグ）み♂与えムれている都市tこっし、－o土，そ
のグノレープの中間値をとづた。そのようなケース

はおもに 57)f}..下の小出市である。

(2) すべどの紋字が主主外に［主む民村人口を含むt

1953年においてはその比率は10%台であったにち

ヵ：u、fr_L、。

第2悶ー1省別にみた都市のサイズ・ランク分布

,j; 300 
｛立
五 iEヨ
こユ200寸Ill

IO 
(j 

8 
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5 

4 

3 

2. 

1L 
’ 3 

〈単位：万）

!J、 悲喜内
込q
南

! /; 6 i s !l io 20 30 40 

は地理的tこも経済的にも一つの独立国に似た性格

(3）直轄市はそれが地理的に属ナる省に含めた。 をもっO とぎこでは「農業の発達に伴う多数の人口，

さらにそれに伴う都市の発達」というクレッシー
ループは都市数が26以上のもの，費~ 2は20ないし

の命題がそのままあらわれているかにみえる。広
25，第3は9ないし19，第4は5ないし8，第5は4

以下，とするのが適当なようである。第1クルー
東省も若干それに似た性格をもっ。第2グルーフ。

はい Fれも華北の先進省で，農業の発達と近代的
デに属するも乃iま凶JI!, 江蘇，広東， 3立卒，黒竜

江，古林の 61当＼第三ダノレーブ。はやj南，河北・山 な都市｛七の複合的効果を示してヤるにちがL、な

東のコ省， 第；1グループiま安徽， i折江，湖南，福
い。第3グノレーフ。は中国の倍統的社会を象徴する。

建，江西、山西，内斐，甘粛， R央西、湖北の10省， 第4クVレープは人口調密地帯と稀薄な辺境との境

第4グノレーフ。は雲南，広西，貴州｜の3省，第4は をなし，第5クソレープは辺境の地である。

新彊，チベ、ソト，討海の3省，である。第1グノレ (2）第 I図の縦軸は都市人口の絶対数をあらわ

ーフc；己属する 1；省のうち， 3?i、はm海7省tこはヤ している。これを基準にして，各省を四つのグル

り，主た東北3省がす人てこれにはいるのそのU、

ずれにもはい「）ないものは四川省である。四川省

32 

ープにわけるととカロ可能で、ある。第1グループは

人口 200万以上，第2は100万ないし200万，第
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ff, 2図 2 ('ji.f:c万）
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乃は50万ないし 11)()Jj司第4は1)0万J'II＇、の省であ

る。第 1グ／レーヅに属するものは江蘇、 河北、；E

字、凹JIJ, 広東，叉屯iI.,1U束ー f：杯、‘ 許可南のり

省、第 2ゲPレー 70（土湖」L 湖南， j折（Iリ安役、！［！

河， 1'.1＇.西，；16荘：司主；有の 8(}', 話：J ゲ， t, ーフ。；す i~t:

西、 甘粛、 広一州、 ｜勾宗の it守、第’ii主白州、新認，

h ミソト， i'fii止の l？？？でふゐハ 第 iグ，t,ーイの 9

省内う ：：） ;) ?Y.小沿海7/1句、；ニll:＇，、；） ' 主た東北九%、

がすべてこれに属するu 河「むと内JI[ ,1＇三宮がその

L、ずれにも含まれに＇・～

(3) 第 IclJ,c.\~ um市数）と第三の点（都市人IJ主主）

第2図－3 （単位ー万）

300 

日
9

E

7

6

5

4

チ
ベ
ッ
ト

無
関
江

1 
l 9 10 20 30 40 2 4 5 

〔注） 人口数が不明で，その属するサイズ・グルー

プのみが与えられている都市についてはつぎの手

続きによョ》fこ。すなわち，各都市が各グループの長

il'iiかん長低に分布すると仮定する。たとえば，あ

る宵において5万～2万のグループに人口数不明

の.fi戸市がJOfflijあるとすれば，その肢高を 5万とし，

以下H＇李ぞ減少していって最後のものが 2万でまp

るとみなす。新堀とm海を除くすべての符におい
て，足後の/;II市の人1--lがち上うど 2万になってし、

るのはこのためである。

を総台してし、えることは以下のごとくである。ま

ず、都市数の多い省は都市人口数も多い。都市数

による分額で：xqゲiv－－：／に属したものi土、都市
人ii数に上ってもすべて第 Iゲループに属する。

つぎに、足大If］の人口が多いものは，都市数および

1ll¥rl i人iiにJ,v、ても多いという傾向をもっ。これ
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第 3函 2-:'''<)) 

山西

ーー帽ーー－ー．，ー－－－－－ーーーー・・ー・・‘－~’R

山車

一一一τ－・－－；；；－－－－ 15 調20 fO 

1 ;u 1J 各都市人口は口＇ l ,.II '::' [,;Jじ1
省別人口は第2表にヒム

,::; 直轄市は第1団と（｝可じc

:q；ゴ l%Jの示す都市のり fス、・ ｝.,/ 'J的鰻の勾配

が比較的似ていることによって友わされている。

(4) 都市人n比を示す第3図はわれわれにもっ

とも興味ある問題を提供する。都市人口比によれ

ば中国の各省、はあきらかに三つのグループに分か

れるコ：お 1のグループは泣方自でうがJ;l:l%の高水準

にあるc 第 2グループい iw日；とユ，＇＇.（，（！） 間に分布す

る！？［一黒竜江， j工芸T司 J林、 （＇）止 である。

その他の20省はすべて約 10~もあるいはそれ以下で

ある。各グルーノ。の問には大きいギャッブ。がある。

34 

遣事

3ミ，，

35 

全b」J）平均｛[1'｛（土第2と第3のグルーヅの中間にあ

るc 市 I:ts上び第2グループに属する 5省、の高い

tl¥di人口比率は，工業または非農業人口の高い比

率によってもたらされたものにちがいない。そし

てそれは近代的な意味における都市化をあらわす

ものであって， これらの 5省は他の諸省と質的に

異なることを示す。 5省のうち3省は沿海7省に

:'tt ,l Lラまた東北3省がすべてこれにはいるコそし

てそのし、ずれにもはいらないものは皆無、である。

（目 立i1 f:<l土第3図，すなわち苦J¥I打人口数と都

市人口比本剖司時に考察してみよう。一般的にみ

て郁T!J人口数または都市数の多いものは都市人口

比射が高い。ただ重要な例外がある。すなわち，

広東，四川，河南の3省は前者において第lまた

はお＇； ゴ＇／ル一 ·.7•fこ属しながら， 後者におL、ごは第

:i ：”Lー〆？におちた。これはそれらのおのもつ膨
大た呉付人口のしからしめるとこ乃で、あるο これ

川 tL、すれも行の面積が大きく， かっ農業の発達

した地域に属する。いくらかの例外的なケースを

除き， 多数の都市人口の存在にもかかわらず，そ

れらが近代的な意味における都市他をまだ経験し

-r:., !.c:. 、ことを示す。前；こあけ唄たケレ yシ一の命

超よl：二こ

(G) 各／(l'iこJ5ける都市サイズの分布をみよう。

多；紋υ〕都11i人口をもつ省のう fヲ， j]t'卒‘ j工j蘇，四

川の各省はカーブが直線的または「中ぶくれ」で，

大中小の各サイズの都市を普遍的にもっているこ

とがわかる。 とりわけ遼寧省の「中ぶくれ」の傾

向はあきらかで，都市化の基礎が強固なことを物

J十yてLιc 河北省では北京と天津の二大都市が

-,:) （／）“ primate city ”を形成しているがごとく

であるが， それでも中小都市の発注も無視しがた

い。広東省、では広州市のみが特に大きく，中都市が

欠乏し，しかし多数の小都市をもっ。安徽省は大都
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てく少数 lブ〉部rliに t-＇ぐ全体f宅：がれこ「d1 てし、ぇ~G
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4. 新政権下における変化

つt:m；こおいてi土j; ｛，に Yuan-Ii¥Yuによってな

J 4l 1三日l''IE ・ l什を:fiif「十心。すだにとt-<t二工うに
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それをh/r_／，，な＇. ＂分析、＇） k,t 11t吉，＇・・-J; ，：） 入子i1f
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tぞ！，に司 11 I.'(,,' .. 

対するλ（：f;-cn :1 Jントはっさ？の三、とくである。す

なわb，余人ll iこ対して都市の数または都市人口

おくかきわめて少なL、現在， このように短期間お上

び少数のデーザによって，長期政策左の関連を論

するのはあまり有志義ではない。また，ここでは

］片山年と 1958iffこっL、て日数の都rl1をとったので

cふるから三のような結論をえるのはう然である。

1%〆年に新しく W;J以上のグルーブにはいった吉15

rJ; がなか.，たことをj正明しなし、うちはこの結論は

ィ；、！？である。そして：事実はあきらかにそのような

ιvうでは7（力、一》fこ0
J; lの点に！討すとSN'i三の結論はつぎのごとくで

あるc ず／工わ七， 符加の都市の分布は El日～58

ffには radicalな変化はなく， 1948～58ifには

即日じIalな変化がFよかー〉た。都市の発展、は既存の

developじtirじにions 東北，華東，華北 にお
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待攻f11'i山中間foHごとる0 -j-}c ;l）ら成長ギでは：ll.6 
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計
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新
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口

西北ふみだしたところであり，華南と商I有はおくれた。

この他，都市化の指以上は vVuによる分析で，

都市人ll分布と工業生産カおよび鉄道の分布数，

ここではとりあげ 川
州
南
ヰ
川

問
点
H
三
九
日

南西との関係などをあげているが，

/. I、
’小噌

¥¥' ll の作業結果に対一れ：，；／）；／L,j)jL山コメントは

以 t'のとおりである。

Wuは与えられ允子－ !7 2とト分に利用する

そt1.,によっていためにいろいろの手法を駆使し，

おいては新しく発生した都市群を考慮に入れるこ

とができなかったのは残念である。

くつかの興味ある事実を発見した。

ー般的傾向を.rltによそれにもかかわらず，(2) 

, C ，；：~1月するためには紅什tij，い）欠之がこえがた

''1王三、フものであるこど士 1れIL勺1iJIつだは示してい 比較の対象となる期間がヂータの都合上，(,!) 

変化は最でとらえるよりも

予

」

きわめて短九、ゆえに，

質でとらえるほうがより鮮明となるであろう。

れは今後われわれに残された課題である。

山政権のヨo年の歴史）〕中で、いくらかでも比

またl出］包のデータがある山；上五午ji¥jに！ぎず，

その期間につL、てもきわめて不十分である。

<,:, 

この比率はつぎの方法で得られた。すなわ（注 1)Wuの研究に以卜.（／）点、とも関係があるが，
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小文における検討によっし q1!J,Iの経済

東北三省および河北， （r麻の発展グルー

；~て，

i也JJJ！（上，

その他の後進諸省との聞でいちじるしいコ

今後の産

i);i土，

め／；！ことはあきらかである。

I ti i] jにおける長期方針としての産業立地政策は

そ,lLらit /t.体的iこ、＜ -) Iシ‘の原理iこもとづくか、

さらには所得水準および産

しかし，

このような隔差

いうまでもなく第

1 ；；；ら力年it十画という短い19111¥Jをと〆〉て長期方針ー

との；；&11系企論ずることはあまり有志：義ではない。

7。と，

ントラストをなしていることがわかる。

業立地政策との関連でみるとき， このような分類

従来の沿海，内陸の分知よりもより有意で

は産業の地域的分散，

業構造の地域差の解消をめざしている。

第1次らカ年計画期においては，

はi控に拡大する傾向にあったけ

')' 9都市における出リネと吃亡＋.，：ーたがって自然、治

加千が与えられているくネ jlit J: j、，ぺとおりである。

これらの交の単純子均は3.37%であった。

（注2〕 流入人口のもたらす山：t，死亡の効栄なと
の問題を無視したラフな総計である。

（注3) 『人民Ll報」， 1960年8凡25u 0 
（注4) これは AnnaLouis Strongか薄ー波副総

'1立葉として伝える十I ，とJ勺るι ；，＇,'i港大公報』，

1964年1月15日。

（注5) E注1参照》

（注6) Ernest Ni. 

（注7) Morris B. Ullman，ニニセは420市があげ

られている。

（注8〕 Chandrasekhar,

(Hongkong, 1960). 

〔注9) Ullman. 

（注10) Wu, Yuan・Ii 

（生11〕 Ullman.

Pojmlation China’s 

一般に経済の発展水準ーがff¥;t、ときは f集

エー、ー

の関係が逆転するのは工業化の程度が相当高くな

った時においてである。中国における理念として

の地域的分散と経済的合理性との関係，

積」のもたらす利益がその不利益より大きく，

しカhし、" '" I 

中国の経済地

理研究における一つの重要な分野である人口およ

まだ緒にび都市人口の地域分布に関するそれは，

ついたばかりである。労働や雇用に関してはまだ

結

以上においてあきらかなように，

m 

その中で

外日ISの研究計にとっ！淫tiとされる具体的な政策は，

中国の，iipny ''1 J，古にとっても

？伎の研究謀題であるにちがいt（いh

（海外調査員 (L ＇ン. ,・ 

て；；ti，むろんのこと，
着手されていない。これにつし、ては‘経済学が空間

の要素を暫時捨象することを許してきたという事

情が一因をなしているであん札｝他方，より重要な
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この分野における統計資料の欠乏が特に

いちじるしいとU、うことであるのかもしれない。

ことは，
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